札幌医科大学集談会記録 by unknown
札幌医誌　49（4）450～451（1980）
札幌医科大学集談会記録
第137回　昭和55年（1980）1月17日
水無瀬昂（病理学第2＞：アメリカにおけるレジ
　　ゲント生活
　従来アメリカでは医師不足を補うため，インターン・レ
．ジデントのかなりの数を外国人医師に依存しており，
ECFMGで行っているテストに合格することにより比較
的容易にそのポジシ邑ンを得ることができた．近時アメリ
カにおいて，医学生の定員増加がなされ，自国の医師だけ
で，ポジションを充足できるようになってきつつあり，外
国人医師は極力排除する方向に向っているように思える．
　私は，1970年軍医大卒後5年間病理学教室に在籍し，
！975年7月より1979年6月まで，N．　Y．州Albert　Eins－
tein　College　of　Medicineの附属病院および，その関連
病院に病理のレジデントとして生活しました．在米中に他
の病理レジデントと接した他に他科の医師とも話す機会を
得たので，その経験を日本のものと対比して話した．
第138回　昭和55年（1980）1月23日
クレメントC・Sスー教授（ノースウエスタン大学
　　医学部感染症・過敏症学）；　リンパ球膜抗原
　　のターンオーバー解析
第139回　昭和55年（1980）1月31日
村松　正実（癌研究会癌研究所生化学部長）：
　　伝子操作と医学への応用
遺
　最近の分子生物学の発達と共に遺伝子操作の技術が開発
され，これまでアプローチが困難であった高等動物の遺伝
子の研究が分子レベルで可能となった．それと共に一方で
は，この技術がもたらす危険の可能性も指摘されている．
　今回は，現在の遺伝子操作とは，どのようなものである
かを私共の研究室で行われている実例をあげながら紹介
し，その医学への貢献を含めた未来を展望した．
第140回　昭和55年（1980）2月26日
佐藤　修（脳神経外科学），田中　昭一（産婦人科
　　学）：脳下垂体腺腫の診断と治療の進歩
　脳下垂体腺腫の治療法の進歩は，その診断法の進歩と相
まって，近年目ざましいものがある．神経放射線学的診断
法として行なわれているCTscan，　hypocycloidal　tomo－
graphy，　subtraction拡大脳血管撮影，海綿静脈洞撮影，
気脳断層撮影などにより，腫瘍の有無のみではなく，腫瘍
のトルコ国内の局在，鞍外伸展の有無と程度を正確に知る
ことができるようになった．とくにhypocycloidal　tomo－
graphyにより直径10　mm以下のmicroaden・maを発見
できるようになったことは注目すべぎことである．一方，
radioimmunoassay法により，各種ホルモンが容易に測
定できるようになったことは，単にホルモン産生腫瘍の診
断のみではなく，各種負荷試験によるホルモン分泌障害の
有無を知ることにより，術後の管理の面でも有用な情報を
提供してくれる．治療の面では，microsurgeryの普及に
より，安全かつ根治的な腫瘍の捌出術が可能となった．と
くに，経蝶形骨洞到達法は，手術侵襲の少ない手術方法で，
microadenornaをはじめとしてトルコ鞍内に限局してい
る腫瘍に広く行なわれている．無月経，乳汁漏出を主訴と
するプロラクチン産生腺腫は，婦人科的立場からも，近年
注目されてきた，特に続発性無月経の原因として本腺腫の
占める割合は高く，最近では，無月経患者のプロラクチン
測定は必須の検査となってきている，
第141回　昭和55年（1980）5月13日
目レ・アクテイ教授（ヘルシンキ大学医学部部長
　　精神科学講座主任教授）：　癌及び慢性疾患と
　　精神医学
第142回昭和55年（1980）6月23日
E・ファーバー教授（トロント大学病理学・生化学
　　教授）：　化学発癌剤による肝癌誘発の経時的
　　観察
　今日，人癌の原因のかなりのものが化学物質であろうと
いう多くの証拠があげられているが，一方化学物質が癌細
胞を直接的に誘発するのではなく，正常細胞から前癌細胞
さらに，より悪性度の高い癌細胞へ変化する一連の段階的
な出来事の引き金を引くものであることが明らかになりつ
つある．このようなinitiation　promotionの考えに基づ
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いて，実験肝癌のモデルを確立し，発癌過程での前癌細胞
の性質やその動態を明らかにし，人癌発生のメカニズムを
考察した．
第143回　昭和55年（1980）6月24日
植竹　久雄（富山県衛生研究所長）：　ウイルス感
　　染防御と組織適合抗原
　ウイルス感染に対する細胞性免疫には2つの型がある．
移植免疫型と遅延型過敏症（DH）型とであり，前者に与え
るのは細胞傷害性（又はkiller）T細胞（Tc）で，後者に与
えるのは遅延型過敏症感作T細胞（TD）である．
　ウイルス感染細胞表面には，ウイルス誘導特異的抗原
（S抗原）が出現する．このS抗原はH－2K抗原及びH－
2D抗原とassociateしており，このassociated　antigens
に対し，それぞれTG細胞が産生され，従ってTc細胞は，
S抗原特異的であると同時に，H－2抗原特異的でもある．
　しかし，ある場合には，ウイルス特異抗原とH－2K又
はH－2D抗原とのassociationだけでなく，　Tc細胞の産
生がK領域あるいはK・IA領域により更に制御をうけて
いることが示唆されている．更にvaccinia　virusあるい
はSendai　virus特異的H－2　Dk特異的Tc細胞，インフ
ルエンザウイルス特異的H－2Kb特異的Tc細胞は産生さ
れ難いが，これはどう考えたらよいであろうか．
　又，A型インフルエンザウイルス感染細胞に対するTc
細胞にはHAやN抗原の特異性を越えて交叉反応を示す
ものも産生されるが，これは，どう考えたらよいであろ
うか．
　TDによるDHの受身の伝達が成立するのは，　TDと受
入マウスの主要組織適合抗原複合体（MHC）が適合する組
合せの場合である．又，適合する必要のあるH－2領域は
抗原により異り，1－Aのこともあり，K，　D又は1領域の
こともある．細胞傷害でも，DHでも，適合を必要とする
のは，免疫原或は感作原細胞と標的或は反応原細胞との間
のMHCであるTc細胞とTD細胞は異るから，　TDによ
るDHをしらべて，　Tc細胞による細胞傷害性免疫検査の
代行をさせるわけにはいかない．
第144回　昭和55年（1980）7月9日
新津　洋司郎（癌研究所内科部門）：
　　蛋白の構造と機能
フェリチン
　フェリチンは分子量約45万の鉄貯蔵蛋白で24個のサブ
ユニットから成っている．電子顕微鏡で観察すると，分子
の中央に鉄イオンのコアーが存在し，その回りをサブユニ
ットが取り囲むように配置されている．フェリチンの役割
は生体内の余剰の鉄分を貯蔵することであり，骨髄からの
要求に応じて鉄イオンを供給する．フェリチン蛋白の合成
は鉄イオンによりみごとにinductionを受けるが，これは
生体が鉄イオンを解害する反応として合目的である．
　演者は10年前，この調節機構に興味を持ちフェリチン
の仕事を始めたが，今だに真の機序は不明といわざるを得
ない．これまで判明したところでは，鉄イオンはtran－
sc「iPtion，　Post　transcriptionの両方の1eve1でstimu－
1ativeに働くらしい，そのevidenceについてまず述べ
た．次にいわゆるcarcinofetal　variantの存在について
subunitの解析に基き，現在考えているモデルを提唱した．
最後に血清フェリチンの臨床応用について触れた．
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